
電動重機の試用事業

電動重機の試験運用を実施しました
全国初！地方自治体の除雪事業にて

津南町
つなんまち

除雪における試験運用の概要
環境省では、電動重機の普及促進のために、様々なモデルケース
の構築に取組んでいます。
令和7年度は、新潟県津南町の協力を得て、除雪事業にて電動重
機を試験的に運用しました。

電動重機とは、従来のディーゼルエンジンではなく、
バッテリーや外部電源を動力源とする重機のことを指します。
環境負荷の低減や作業現場の排ガス・騒音削減を目的に、近年多くの
メーカーが開発を進めています。
この流れを後押しする取組みとして、環境省は、電動重機と充電設備
の導入を補助し、価格低減と技術革新を促進すると共に、産業部門の
CO₂削減を目指していきます。

従来のディーゼルエンジン式から電動式に切り替わることで、
CO2排出量の削減が実現します。

排ガス・騒音の削減により作業員の心身に与える負荷や、周辺
の樹木・植栽に与える悪影響が軽減されます。

従来のエンジンよりも優れた静音性のため、住宅街での
工事や夜間工事なども行いやすくなります。

電動重機とは？



異なる除雪作業で検証

電動重機の試験運用結果

電動重機の試用事業

現場環境はプラス！一方、充電運用には工夫、バッテリー残量には注意が必要

充電設備の確保、充電待ち時間の考慮
除雪機械は複数台が同時に稼働するため、充電設備の台数確
保・スケジュールの工夫が必要

バッテリー消耗のペース・残量に注意
水分を吸った重たい雪の場合、バッテリーの消耗が比較的
速い傾向がある

早朝・住宅地の作業では特に効果的！

さまざまな除雪作業で従来と遜色ないパワーを発揮

排ガス・騒音削減が実現

エンジン機と同等のパワーを確認

https://www.env.go.jp/air/car/commercial_vehicles/

の

支援します！

の建設機械のの
電動化推進を


